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はじめに 

学校๑ਕ઎୼教育機構・事業構૟୉学院୉学は、2018 ೧ౕより、国಼外の事業、ビジネスಊ向ならび
に高౵教育の在り๏について、๝෍な見ࣟを༙する産官学຿෾໼の༙ࣟंで構੔する外෨඲価委員会を
અ஖しました。そこでいただくご意見やアドバイスについては、સ教৮員で共༙・ཀྵ解し、୉学の更なる
൅ఴにਫ਼かすべくखりૌんでいます。 

2019 ೧ౕは、2018 ೧ౕ外෨඲価委員会より賜りましたご意見・ご఑案をಁまえ、ಝに教学のཀྵ೨・໪
దに関࿊して、અཱིから現在に至る８೧間の具ରద੔果、અཱི౲ॵにઅఈした໪ඬにଲするୣ੔ౕを੠査
し、10 ೧のઇ໪を໪઴に、ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽをとりまとめました。ೖ৙の研究活ಊに加えて、સ教
員をଲেとした FD 研र会における議࿨も॑ねながら、高౵教育機関としてのஎద基൭の構஛と੖ඍに
ついて考える機会として活ಊをକけております。 

2019 ೧ౕの外෨඲価委員会は、2020 ೧ 5 月 12 ೖに開催することとし、६ඍを਒めておりましたが、
৿型コロナ感ઝ঳の拡୉に൒い、ଲ໚・ॄ合形ࣞの活ಊのࣙख़により、委員の皆༹や୉学関係ंの安સ୊
一の観఼から、ॽ໚開催をお願いする運びとなりました。   

າુ༙の事ସに௜໚し、৿たなਫ਼活༹ࣞも志向される஦にあって、ऀ 会の一ཏを୴う事業構૟を考え、
研究を॑ねる৖であるຌ学が、੊界ならびにೖຌऀ会が௜໚する”ඉ৙事ସ”および”ඉ৙事ସ後”の時େの
གྷ求を઎खりして、そのༀ割のಋఈと課ୌのઅఈをすべく、いち૥く研究教育活ಊを始めることの॑གྷ੓
を感じています。そのため、まずはຌ学の教員・院ਫ਼・र྅ਫ਼（事業構૟र士）がオンラインでつながり
「ポストコロナを見ੀえた事業構૟の考え๏」を༹々なテーマのもとに議࿨する、オンラインಝพセミナ
ーを 2020(ྫ࿪２)೧４月より開始し、シリーズ化しております。ຌ学の教員のஎ見、院ਫ਼・र྅ਫ਼のア
イデアを教育研究活ಊにൕ映し、ಋ時にそのয়況を外෨඲価委員会にリアルタイムでごๅ告するかたち
といたしました。૥々に、2019 ೧ౕの事業構૟୉学院୉学の活ಊへのご意見、今後の課ୌ౵のみならず、”
ඉ৙事ସ”および”ඉ৙事ସ後”に関࿊したຌ学のଚ在価஍および活ಊの๏向੓、ཱིち向かうべき課ୌや困
ೋについて、期ଶと希๮を含むద確なご指ఢをいただきましたことは、າཔに向けたఴ開へのྯましとな
りました。 

このたびのਕྪの危機ともいえる事ସにおいて、言語のป、ช化のป、国境のป、ૌ৭のป、෾໼のป、
੊େのป、౵々༹々な্ปを、ICT など最઎୼の技ढ़やイノベーティブなアイデアを活༽して௔える、ຌ
格దなஎద基൭の構஛、交ླྀと共૓がໝ索されています。ຌ学も、2020 ೧ౕは学外でఴ開されるダイナ
ミックなร化にଲ応しながら、ಢࣙの試行錯誤とேકを繰りศすべく、一૜の研ᮐにྯんで参ります。 

今後の୉学運営に౲たっては、ຌ委員会でड़されたご指ఢをふまえ、学校๑ਕならびに୉学સରで課ୌ
をしっかりと共༙し、ຌ学の固༙の໪దである「高ౕ઒໵৮ਕ材の育੔」に向けて、୉学運営と研究、教
育಼༲のさらなるैࣰをਦっていきたいと考えております。 
 結びに、༹ 々な੏༁下にもかかわらず、外෨඲価委員会のॽ໚開催に快くごཀྵ解とご協ྙをいただきま
した、外෨඲価委員の皆༹๏に、ৼより感ःਅし৏げます。  

2020（ྫ࿪２）೧ 5 月 31 ೖ 

事業構૟୉学院୉学 
学ௗ ీ஦ ཮沙 
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ᶙ 2018（ฑ੔ 30）೧ౕ外෨඲価ๅ告ॽへの事業構૟୉学院୉学としてのଲ応གྷ༁ 
2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕのࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ（พశご参ল）は、2018（ฑ੔ 30）೧ౕの外෨

඲価委員会のๅ告をणけ、建学のཀྵ೨・໪దのさらなる਄化とਃಃ、ࣰભ、ࣰ現をめざした検౾をした。
ಝにཀྵ೨・໪దに関࿊して、FD 研र会での議࿨をಁまえて、これまでの 10 ೧の活ಊの૱括の仕๏、ௗ
期దな視఼から 11 ೧໪以降の活ಊの๏向੓についての議࿨の結果を඲価ๅ告としてखりまとめた。 
また、2018（ฑ੔ 30）೧ౕ外෨඲価ๅ告ॽでのご指ఢ事項を、ᶅ財ແ基൭の強化、ᶆ࣑ࣙରとの࿊携の

更なるਬ਒、ᶇ産学࿊携、ᶈद業඲価とଡ༹੓、ᶉ෾散કྲྀ（ஏ域拠఼）、ᶊཀྵ೨の具現化、ᶋਕ材獲ಚ
とਕ材཈੔、ᶌཀྵ೨・໪దについての৚ๅ共༙とオープンイノベーション、ᶍ院ਫ਼のમൊ基६、ᶎ事業構
૟をたてる「ৼ構え」・ຌ࣯の共༙、ᶏアート・感੓を৵ばす機会、ᶐ個ਕが਄くものを考えるためのカ
リキュラム、ᶑຌ࣯の共༙と教育カリキュラム、ᶒ課ୌのઅఈ（Why）、घ๑のમ୔とཀྵ༟（How と Why）、
ᶓ൅・஥・૟の৿たな๏๑、ᶔ教育・研究、経営඾࣯のགྷ求ਭ६、ᶕブランドコンセプト૓り、ᶖ経営の
核ৼ、の 18 の項໪に෾ྪし、それぞれへの 2019（ฑ੔ 31、ྫ ࿪元）೧ౕのଲ応についてགྷ༁を作੔し、
2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽのึଏ資ྋとして外෨඲価委員会に఑ड़した。その
གྷ༁は、以下のとおりである。 
 
①財務基盤の強化 

 ຌ学のਕ材育੔に期ଶをしていただき、さらに事業を拡୉していくための、財ແ基൭の強化へのご指ఢ
をणけた。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.4、ll.4-6】 
ຌ学では、開学以པ、ఈ員はຘ೧ैଏ・௔過しており、઒໵৮学位課ఖのद業ྋफ೘に加え、ฑೖ஫間

に開催しているプロジェクト研究のࣰ施による研究員のणけ೘れ、企業や࣑ࣙରからのण୙事業、ड़൝෨
による「月刊事業構૟」౵のड़൝事業に੷極దにखりૌんでいる。その結果、અཱི 4 ೧໪の 2015（ฑ੔
27）೧ౕに黒字化をୣ੔し、現在、キャッシュフローにはॉ෾な༪༡があるয়ସではあるが、今後さらに
企業からの共ಋ研究ඇや競૬ద資金の獲ಚを໪指していきたい。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』୊ 9 হ「管ཀྵ運営・財ແ」p.51】 
 

②自治体との連携の更なる推㐍 

ຌ学のஏ๏における活ಊࣰ੹についてご඲価いただき、今後も、ಝに࣑ࣙରとの࿊携の更なるਬ਒につ
いての期ଶを寄せていただいた。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.4、ll.7-9】 
これまで、੷極దに国や࣑ࣙରとの࿊携事業は਒めてきており、2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕの国・

࣑ࣙରとのプロジェクトは 11 ある。国の࿊携઎は、環境঴、経産঴（資源エネルギーு）、಼閣ැ、ช科
঴、೸ਭ঴である。࣑ࣙରとの࿊携઎しては、෍山市、横ශ市、ঘీ原市、๼岩घஏ区、๼海ಕർාௌ、
੪ਁ県むつ市、ෳౣ県ઔ಼ଞ、৿潟県三ড়市、ௗ໼県൩ీ市、௙ख県ೈ෨ௌ、山口県山口市がある。「月
刊事業構૟」でકྲྀదにસ国のडௗを巻き込んだ紙໚づくりをしていることも、ࣙ ࣑ରとの࿊携プロジェ
クトにつながっており、ご期ଶのとおり、さらにਬ਒をਦっていきたい。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』୊ 8 হ「ऀ会࿊携・ऀ会貢献」pp.43-44】 
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③産学連携 

産学࿊携についても、更なるਬ਒が期ଶされた。ຌ学の産学࿊携事業は、「産学࿊携ポリシー」に基づ
き、「事業構૟研究ॶ」が૯口となり、産学࿊携協ఈగ結を 3 ऀと結んでいるほか、テーマ型、1 ऀ型、
෵਼企業型、など、企業のࣰ৚に合わせた、プロジェクト研究ࣰ施を௪じ、企業಼での「事業構૟」のਃ
ಃに౔めている。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.4、ll.10-11】 
このような「研究ॶ」のプロセスは高く඲価されていると思われるが、ຌ学では、プロジェクト研究の

顧客である企業の「ૌ৭࿨（ૌ৭ร革࿨）」దアプローチはこれまで掘り下げて議࿨されてこなかった。
FD 研र会ではこのような課ୌをणけ、「産学࿊携」について、以下のような議࿨を行い、ૌ৭ร革࿨と
しての議࿨をさらに਄めていくこととなった。 
・ 個ਕでいくらすばらしい「事業構૟」をཱིてても、企業಼のヒエラルキーやট೟のปを௔えてどうࣰ

現するのか？ࣰແ家はあるఖౕ教えることはできるが、それだけでうまくいくとも限らない。 
ૌ৭࿨としても、それぞれのૌ৭のଡ༹੓・固༙੓にഓྂしなければならない課ୌであり、ྪ型化さ
れた教材をઁଐに६ඍすることはన઀でない。ૌ৭࿨に限らず教材の੖ඍについては具ରదな事ྭに
ଊして৽॑にखりૌむචགྷがある。過ౕな「பে化・ྪ型化（パターン化）」は൅૟のం଼をডく一๏
で、பে化・ྪ型化され確ཱིした๴୉なஎ見のॄ合(disciplines)を௔えた価஍の獲ಚのためには「巨
ਕの肩に৒って」みることもචགྷで、న઀なஎ見のમ୔と਒化がචགྷになることもある。ૌ৭あるい
はૌ৭群としての「૓ଆ੓」はさらに෵雑でダイナミックな課ୌであり、この課ୌにどのように応え
ていくかはேકをକけなければならない୉きな課ୌである。 

・ 「事業構૟」という学໲を਄めていく、ということと、੊のなかに広く෕及していくことのྈ๏を௧
求し、より高いところを໪指していくචགྷがある。アメリカの MBA で行われている事ྭ、๏๑࿨、
考え๏などを参考にするචགྷがある。 

【FD 研र会౵での議࿨】 
 

④授業評価と多様性 

学ਫ਼からのद業඲価をਇ伪にणけ止めて、教育の࣯の向৏やカリキュラム・教員ฦ੏の改વにༀཱིてい
ることについて、ご඲価いただいた。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.4、ll.12-21】 
ただし、ຌ学ではൊຌదなカリキュラムの見௜しの౏৏であり、そのなかで、画一దな教育プログラム

ではなく、ଡ༹੓も意ࣟした教育の在り๏が求められる時େഐ景のもとにຌ学は੔りཱིっているはずで
あり、カリキュラムの「ର系化」について、ຌ学固༙の教育໪ඬにলらし合わせ、FD 研र会などで、以
下のような議࿨がなされている。 
・ 「ର系化」と「パターン化」は異なる、ということ。パターン化していくなかで「૓ଆ੓」は時に๊

壊していく。ୱ一パターンを௔えたところにイノベーションはある。そのダイナミズムにཻ意してカ
リキュラムのର系化を਒めていく。 

・ すなわち、「ダイバーシティ（ଡ༹੓）」を「ユニバーシティ（౹一੓）」としてまとめて、院ਫ਼にఽえ
ていく工෋がචགྷである。すべて語りつくすことが、それぞれのキャパシティビルディングに༙効で
はない。院ਫ਼ࣙਐが苦しみぬいて考えた、ということが୉事。๎し飼いの෨෾と、బఊదに教えると
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ころのハイブリッドでいかにやっていくかのバランスが୉઀である。 
【FD 研र会౵での議࿨】 

⑤分散戦略㸦地域拠点㸧 

গཔదには事業構૟୉学院୉学を 47 ౐ಕැ県にఴ開させる構૟があることについて、ஏ域にクリエイ
ティブなਕ材を引き෉ける「৖」が作られればよい、とのご指ఢをいただいた。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.4、ll.22-31】 
ຌ学でも、ஏ域のࣙષや慣सをज़எしているਕたちこそがஏ域にຌ౲にༀにཱིつ事業構૟をཱིて継ট

させることができる、という考えから、2018（ฑ੔ 30）೧ౕに୉阪校とෳ岡校、2019（ฑ੔ 31、ྫ ࿪元）
೧ౕに໌古屋校を開校し、સ国 4 拠఼になった。ただし、ஏ๏校では「事業構૟」の೟எౕを高め、「事
業構૟」のචགྷ੓を広く෕及していくところからखりૌむචགྷもある。また、୉学સରで「事業構૟ਕ材
の育੔」という共௪の໪ඬを掲げながらも、各校ཱིஏのಝ৯をਫ਼かし、ஏ๏の൅ఴに資する院ਫ਼の教育を
さらに強化するචགྷもある。そういう఼では、４校૮互の交ླྀの活੓化とともに、今後はすでにそういう
ਕ材育੔にखりૌんでいるஏ๏୉学と࿊携し、「事業構૟」を௪じさらにそういった୉学の໪ඬのୣ੔に
つながるように貢献する、というಉきかけも੷極దに行っていき、৿たなஏ域拠఼づくりに貢献していき
たい。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』঄হ pp.1-2、୊ 5 হ「学ਫ਼のणけ೘れ」p.26】 
 

⑥理念の具現化 

 すべてのステークホルダーに「事業構૟」のཀྵ೨が共༙され、具現化するまでேકしକけてほしい、
とのご期ଶをいただいた。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.4、l.32、p.51、l.1】 
事業構૟は、そういった意ັでは、まだまだปがたくさんある෾໼である。ಝに、「ᶇ産学࿊携」でも

記फ़したように、個ਕとして事業構૟をཱིてても、ૌ৭಼のヒエラルキーを௔えてどうࣰ現するか、とい
う課ୌは୉きい。個ਕとしてだけではなくૌ৭あるいはૌ৭ॄ஄としてಊく૓ଆ੓もචགྷで、ૌ৭࿨やಧ
ഃ事ྭをカリキュラムに੟り込んで਒めていかなければࣰ効੓はないと考えられる。 

FD 研र会では、ૌ৭の໲ୌは「कର」をどうとらえるかではないか、という意見もあった。院ਫ਼に事
業構૟のकରとしての意ࣟがほとんどない৖合もあるし、ࣙਐがकରであるとしてもඉ৙に事業を客観
దに見ている৖合もある。ຌ学として「事業कର」をどうන現していくか、「कର」をどうとらえるか、
ということについても今後さらなる議࿨がචགྷである。 

【FD 研र会౵での議࿨】 
 

⑦人材獲得と人材㣴成 

今後ଡ༹੓の確ฯは、学ਫ਼、教員、৮員、カリキュラムあらゆる໚でචགྷ෈可欠で、そのようなଡ༹な
ਕ材がॄ合した際には、それぞれが઒໵෾໼で持ちັをਫ਼かし、఑供価஍を高めていくためのਕ材獲ಚと
ਕ材཈੔の॑གྷ੓についてのご指ఢがあった。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.5、ll.2-5】 
ಝにຌ学はࣰແ・学ढ़໲わず、༹ 々な઒໵྘域や活༄の৖を持つଡ༹な教員がॄうことから、ຌ学にお

いてそれぞれのਕ材やૌ৭સରの価஍を高めていくためのखりૌみとして、「教育・研究ྛཀྵ規ఈ」に「教
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員の੻ແ」をఈめबஎをするとともに、ૌ৭దな FD 活ಊを行い、資࣯の向৏に౔めている。FD 研र会
は開学 3 ೧໪の 2014（ฑ੔ 26）೧ౕから開始し、઒೜教員のみならず、ಝ೜教द、客員教दの୉ଡ਼が
参加している。また、2018（ฑ੔ 30）೧ౕから਼೧かけてஊ階దに教育಼༲、๏๑を改વするための作
業を開始しており、このカリキュラム改ఙに൒い、ଡ༹なਕ材を༙するຌ学の強みをਫ਼かし、また、それ
ぞれの઒໵෾໼の持ちັもしっかりਫ਼かされるよう、教員ഓ஖の見௜しや教員ૌ৭の見௜しも行ってい
く。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』୊ 3 হ「教員・教員ૌ৭」pp.16-17】 
 

⑧理念・目的についての情報共有とオープンイノベーション 

事業構૟という概೨が、ຌ౲に学ਫ਼とસての教員の間で共༙されているかどうか、という໲いかけがあ
った。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.5、ll.6-7】 
୉学・研究科のཀྵ೨・໪దは、୉学構੔員にबஎされ、ऀ会には、ホームページ、広ๅ誌、ఈ期刊行෼

「月刊事業構૟」、学ढ़誌「事業構૟研究」を௪じて広くਃಃがはかられている。とくにण験ਫ਼における
ຌ学の໪దにଲする೟எのয়況を見ると、ホームページを契機にしているྭがଡく、୉学の教育、研究、
ঀ活ಊの಼༲については「月刊事業構૟」が৚ๅ఑供に効果があることが൓໎している。 

ただし、ࣙ 己఼検・඲価だけでなく昨೧ౕより外෨඲価委員会がઅ஖され、外෨༙ࣟंからのଡ໚దな
඲価をणけ検ৄを行う६ඍが੖ったところであり、ຌ格దな検ৄはこれからである。また、ຌ学がखりૌ
むଲেは৿しい྘域なので、「事業構૟」のࣰ੹の੷み৏げと਒化、『事業構૟』についてのଲࣙ化、਄化
についてはより一૜の౔ྙをචགྷとするয়況である。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』୊ 1 হ「ཀྵ೨・໪ద」pp.3-7】 
 

⑨㝔生の㑅抜基準 

院ਫ਼のમൊ基६はన઀か、という໲いかけがあった。 
【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.5、ll.11-14】 

2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕ「ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ」では、院ਫ਼ูॄやમൊプロセスについての৆
細を記した。求める院ਫ਼がમൊできているか、ということにଲしては、学ਫ਼のणけ೘れ๏ਓ（アドミッシ
ョンポリシー）を໎ࣖしているが、2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕにはड़願ंのଲেの൥囲を広げるとと
もに、求めるਕ材଀をさらに具ର化することで、より࣯の高い೘学ंに結び෉けていくため、ऀ 会৚੐の
ร化に合わせ、න現を見௜した。その結果、ຌ学がਕ材଀として求めている院ਫ਼をバランスよく確ฯする
ことができている。ただし、໌古屋・୉阪・ෳ岡校については、開学間もないこともあり、ஏ域のಝ੓に
合わせたูॄ活ಊと、安ఈしたड़願ं・೘学ं਼の確ฯにはまだ課ୌが残る。また、ड़願ं਼のばらつき
が、キャンパス間で೘学試験での඲価基६のばらつきにつながらないよう、೘学試験のࣰ施๏๑、඲価基
६についてキャンパス間で౹一をబఊするචགྷがある。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』୊ 5 হ「学ਫ਼のणけ೘れ」pp.21-26】 
 

⑩事業構想をたてる「心構え」・本質の共有 

 コンプライアンス強化のなかで、ࣰ ऀ会ではやってはならないことへの॑視が઎にཱིってしまい、企業
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ਕとしての৾る෥いやৼ構えをਐに஥ける機会が減っている、ということへの課ୌ感から、ຌ学の教育の
なかでいかに事業構૟をཱིてる「ৼ構え」をஃえようとしているか、という໲いかけがあった。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.5、ll.15-22】 
事業はਕがऀ会やࣙષへ何らかのಉき掛け＝ࣰભをすることでਫ਼まれる。このಉき掛け＝ࣰભがऀ会

にとっても、そしてऀ会を支えるࣙષにとってもよい活ಊであるためには、ऀ 会やࣙષに関するన઀な෾
ੵに基づくཀྵ解、考え๏＝構（かまえ）の形੔と໎るいາཔの૓ड़への૟いがචགྷである。このणಊదで
はない೵ಊదなஎదࣰભ活ಊが事業構૟である、とຌ学では考える。 
 その「かまえ」の形੔として、「事業構૟原࿨」ではこの੊界にྪྭをみない事業構૟というテーマへ
の 15 コマ、2019（ฑ੔ 31）೧ 4 月 8 ೖ〜13 ೖまでの 6 ೖ間のॄ஦講義を行った。この 15 コマは、「事
業構૟とは」、「学びとは」、「顧客とは」、「૓ଆ੓とは」、という事業構૟にとって最も根源దな໲いに関
する಍೘講義とワークショップ、ஏ域に関係෉けたࣰແద課ୌと学ढ़ద課ୌに関するஏ域ಝ࿨を࣢に、2
೧間のカリキュラムへのオリエンテーション、そして最も୉઀な各ࣙの事業構૟に関する૟いについて
の൅නと࣯疑から構੔される。このॄ஦講義の໪దは、୊ 2 ु以降、事業構૟୉学院୉学のଡ彩な教द
ਠによって講ぜられる基ે科໪、઒໵科໪、ఴ開科໪によるຌ格దな学びへの६ඍであり、さらに演सを
௪してそれぞれの事業構૟へと൅ఴさせるための๏向෉けのための಍೘講義でもあった。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』୊ 2 হ「教育研究ૌ৭」pp.8-11】 
⑪アート・感性を伸ばす機会 

企業ਕならおのずと「経験」と「எࣟ」はਐにつくが、アート・感੓を৵ばす機会がঙない、というこ
とから、「アート・感੓」を৵ばす機会をどう఑供するのか、という໲いかけがあった。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.5、ll.22-26】 
言語への感੓についてはゲスト講師による講義も含めてଡくの機会を఑供している。建஛、音楽、絵画、

຿芸౵に関࿊しては建஛家やインダストリアルデザイナーをゲスト講師にডᡊしたこともある。᥃ढ़系
୉学ड़ਐの教員も採༽されており、更なる強化については、今後の検౾課ୌとしたい。 

 
⑫個人が深くものを考えるためのカリキュラム 

⑬本質の共有と教育カリキュラム 

⑭課㢟の設定㸦Why㸧、手法の㑅択と理由㸦How と Why㸧 

ຌ学のカリキュラムのൊຌద見௜しに向けて、個ਕが਄くものを考えること、事業構૟というຌ࣯の
共༙を行うこと、また、事業構૟でも技ढ़とのかかわりが॑གྷとなるが、技ढ़をୱなるघ๑である How
として扱うのではなく、なぜその技ढ़のཤ༽と教育がචགྷなのか、Why を໲うことの॑གྷ੓についてご
指ఢがあった。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.5、ll.27-34、p6、ll.3-6】 
現য়として、「事業構૟原࿨」が、個ਕが਄くものを考えるためのカリキュラムの಍೘෨෾であるが、

そのଠಝ௅దなカリキュラムとして、事業構૟をरಚするため、そしてਕ材཈੔の基൭になる科໪、बว
எࣟや広い視໼をᔽ཈する科໪、઎୼எࣟを学ぶ科໪として、2014（ฑ੔ 26）೧ౕよりમ୔科໪の４科
໪、「ऀ会ಊ向と事業構૟」、「技ढ़ಊ向と事業構૟」、「経済ಊ向と事業構૟」、「経営環境と事業構૟」を
ഓ஖している。 
 2019（ฑ੔ 31・ྫ࿪元）೧ౕは、１೧次後期に「事業構૟基ે演स」をഓ஖し、１೧次後期から事業
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構૟の考え๏をチームで学ぶ機会をਦっている。これは、院ਫ਼がࣙ෾のおもいを持ちながら、ଠंがどう
共感するか。そのプロセスをद業などでରಚしていかないと結局ಢりよがりになってしまうのではない
か、といった課ୌにଲ応すべく開講されたद業である。 
 ２೧次は、「事業構૟計画演स」とし、事業構૟計画ॽをまとめるためのଡ༹な୴౲教員をഓ஖した。 
 これらの科໪は、গཔ、経営ंとして、あるいは事業ंとして、ऀ会の୊一તで活༄するためのો཈と
見ࣟをਐにつけるචਤのஎࣟであり、またऀ会෾ੵや઎見੓のྙをകうためのものであり、སरした学ਫ਼
からは、いずれも୉きなຮଏ感をಚてカリキュラムの改વ効果が৏がっている。 
 ただし、「事業構૟」のຌ࣯の共༙と教育カリキュラムとの因果関係の੖ཀྵを含め、より学໲としての
「事業構૟」の਄化をਦるため、඲価委員会からのご指ఢもणけ、カリキュラムのસ໚దな見௜し、改革
をਬ਒している。すでに課ୌのજいड़しを行っており、改વしたうえで 2020（ྫ࿪ 2）೧ౕのカリキュ
ラムをฦ੔している。 
 このことについては、学಼においても「事業構૟にとって何がຌ࣯か、ということの共௪ཀྵ解がもっと
あるべきではないか。もっとオープンで෱広いものであってよい。それがないとカリキュラムは作れな
い。暗໩எを௔え、事業構૟に何がエッセンシャルなのか、という共௪ཀྵ解がචགྷ」といった課ୌの指ఢ
があり、そのଲ応に関する議࿨を਒めている。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告』୊ 2 হ「教育研究ૌ৭」pp.8-11/FD 研र会౵での議࿨】 
 
⑮発・着・想の新たな方法 

ຌ学の「൅・஥・૟」のアプローチをཀྵ解をいただいたうえで、その಍೘や൅ఴ、持କ੓というとこ
ろについては、৿たな๏๑がචགྷなのではないか、とのご指ఢがあった。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.5、ll.35-36、p6、ll.1-2】 
この఼については、今後の課ୌとし、検౾していきたい。 
 

⑯教育・研究、経営品質の要求水準 

⑰ブランドコンセプト創り 

⑱経営の核心 
 ຌ学は৿しい෾໼に位஖しており、ऀ会からの期ଶが୉きいゆえに、教育・研究、経営඾࣯へのགྷ求ਭ
६がඉ৙に高く、それにしっかり応えるべきである。そのためには、ஏಕなブランディングકྲྀが求めら
れるし、ブランドコンセプトづくりからスタートするචགྷがある、とのご指ఢをणけた。 

ཀྵ೨・໪ద、価஍観、ビジネスモデル、ビジョン、કྲྀ、パフォーマンス、ガバナンスなどの項໪を੖
ཀྵし、それぞれのコンセプトを໎確にしたうえで、すべてのステークホルダーに൅৶し、ཀྵ೨・໪దを確
ࣰにࣰ現することで、୉学価஍（ステークホルダー価஍）の向৏に結び෉けることが、「経営の核ৼ」と
なる、とのご指ఢである。 

【2018『外෨඲価ๅ告ॽ』p.6、ll.8-15】 
確かに、ຌ学の建学のཀྵ೨、೟ৄ඲価、ࣙ己఼検・඲価でઈ໎してきたཀྵ૟、ཀྵ೨へのཀྵ解と支援が拡

୉すればするほど具ରదな結果が求められ、期ଶされる結果をࣖすための৖の૓ड़と教育カリキュラム
のࣰભが求められる。高いཀྵ૟、ཀྵ೨には、学ढ़としてのର系化と事業としての結果がなければならな
い。ถ鎖系での限ఈ合ཀྵ੓と最న解の୵索ではなく、開๎系の時間൅ఴ型の課ୌとしてઅఈされた「事業
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構૟」は、ఽ౹దなキャッチアップ型の学ढ़アジェンダとは異なるアプローチをචགྷとしており、この８
೧間は試行錯誤の࿊କであったとも言える。 
 ୊一期の 10 ೧が具ରదな事業構૟事ྭの૓ड़とॄ੷に஭ྙしたሌ化期間であると敢えて૱括するなら
ば、୊್期の 10 ೧はその૓ड़プロセスとॄ੷結果のฦॄ作業に஥घすることになろう。そのための活ಊ
を、以下にགྷ༁してྭࣖする。 
ᶅ あらゆる事業を、アイデアの૓ड़→ఴ開→現ࣰద構஛（以৏のસてのஎద・৚ద౔ྙを結ধ化した構

૟計画）→基ຌ計画→ࣰ施計画→ࣰભ→඲価→そして৿たなアイデアの૓ड़、というダイナミックな
དྷડয়の共૓ద事業਒化プロセス群として近似దにཀྵ解し、そうしたཀྵ解をࣰର化するための教材と
して記फ़する。 

ᶆ৿しいໂのあるร化、価஍の૓ड़は現৖から൅ਫ਼する。そうした価஍の૓ਫ਼にேむことのできるਕద資
源の૜を厚くするためのフィールドワークを含むଡ໚దな教育をࣰ施し、院ਫ਼と教員とが一丸となっ
たࣰભྙ、ಧഃྙの強化をਦる。 

 
 ୉学としてのディプロマポリシー、それに向けた教育・๏๑をఈめる୉学・教員としてのカリキュラ
ムポリシー、それらをಁまえた院ਫ਼にଲしてのアドミッションポリシーがあり、それらはනཬ一ରであ
るなかで、それぞれのロール＆リスポンシビリティに関する考え๏も໎確にしていくචགྷがある。ಋ時
に、「事業構૟」という৿しい෾໼へのேકをઑ言したຌ学と、あるఖౕ確ཱིした学ढ़ର系を࣢にした
ఽ౹దな୉学ૌ৭とはࣙずからポリシーへの考え๏は異なるはずであり、そのような઴఑となる議࿨も
॑ねながら「経営の核ৼ」にയっていきたい。 

【2019『ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ』「঄হ」、p1・「୊ 1 হཀྵ೨・໪ద」pp.5-6/ FD 研र会౵での議࿨】 
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ᶚ 外෨඲価委員による඲価 

2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕ外෨඲価委員会については、2020（ྫ࿪ 2）೧ 5 月 12 ೖの開催༩ఈで
६ඍを਒めていたが、৿型コロナウイルス感ઝ঳に関する緊急事ସઑ言をणけ、સ委員がॄまって開催す
る委員会を஦止し、「ॽ໚開催」にร更することとした。 

各委員からは、2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽとึଏ資ྋ（ຌๅ告ॽ「ᶙ 2018
（ฑ੔ 30）೧ౕ外෨඲価ๅ告ॽへの事業構૟୉学院୉学としてのଲ応གྷ༁」ご参ল）にもとづき、कに
以下の 2 ఼、 

 
ᶅ 2019（ฑ੔ 31、ྫ࿪元）೧ౕ事業構૟୉学院୉学ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽへのご意見、今後の課ୌ、গ

པに向けた൅ఴ๏策について 
ᶆ COVID-19 に起因する、今、ऀ会が௜໚している“ඉ৙事ସ”にଲ応した事業構૟୉学院୉学の活ಊに

ついて（「ᶛ 参考資ྋ ２．ᶅ ॽ໚開催依བの際に඲価委員会に఑ड़したึଏ資ྋ」ご参ল） 
 

について、ご意見・アドバイス౵を඲価シートに記೘していただき、2020（ྫ࿪ 2）೧ 5 月 12 ೖまで
にศૻしていただいた。以下に、その಼༲をとりまとめる。 
 
㸦㸯㸧2019㸦平成 31・令和元㸧年度事業構想大学㝔大学自己点検・評価報告書へのご意見、今後の課㢟

等について 

① 評価できること、期待できること 

（荻ᖔ委員） 
・ 2019 ೧ౕからシラバスの改વにखりૌまれた（ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ p.19）とのことであり、「事業

構૟」というཀྵ೨、໪ඬとそれをୣ੔するための教育カリキュラム、各科໪との関係について෾かり
やすくઈ໎されている。学ਫ਼のསरしやすさだけでなく、教員間の໪ඬの共༙という観఼からも༙意
義であり、高く඲価する。 

・ ஏ域ऀ会の課ୌ解決、ஏ๏૓ਫ਼のための「事業構૟」が強く求められるয়況にあって、事業構૟研究
ॶにおけるプロジェクト研究というかたちで、ஏ๏࣑ࣙରのニーズに੷極దに応えておられること
に敬意をනする。プロジェクト研究への参加、研究੔果の൅৶が、୉学院のプレゼンス向৏にも繋が
ると考えられるので、引きକき੷極దなखりૌみをお願いしたい。 

（੤山委員） 
・ 事業構૟を௧求する໎確なཀྵ೨があり、ଡ༹なカリキュラムと࣑ࣙର・経済ஸ໌ਕを含めた産業・経

済ネットワークがഓඍされているため、事業構૟に஥眼するೖຌ国಼のਕ材૜で圧ౙదにຌ୉学院
の೟எが高まっていることが最୉の඲価ポイントと言える。私が勤ແしている会ऀでも、事業構૟୉
学のद業・フォーラムに参加したというਕ材とৰれ合う機会が格ஊにଁえた。୉学がॶ在する৖ॶの
ཤส੓もญせ、高ౕなਕ材へのアクセス、事業構૟にචགྷな意ࣟの根෉け、視໼拡୉、৙ࣟの再ఈ義、
事業ཱི案と、ਕ材のアクセスから事業化までのプロセスがワンストップで಼঴されていることは୉
ร貴॑なଚ在と言える。 

（ഇ৖委員） 
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・ ୉学院における教育研究活ಊのଲেとしての「事業構૟」の意ັとຌ೧ౕの活ಊࣰ੹、また、গཔఴ
開の๏向੓がࣖされている。以৏に関するઈ໎の಼༲は໎確であり、それにলらし合わせてຌ೧ౕの
ࣰ੹඲価を行うと、期ଶされるਭ६の活ಊが೟められる。णけ೘れた学ਫ਼の事業活ಊにଲし、೙何に
貢献できたかというࣰભదଈ໚に関しても、໎ 確なઈ໎がなされており、期ଶされた貢献が೟められ
る。 

・ 以৏、ๅ告ॽからは、ຌ୉学院がࣙらઅఈした໪ඬに関して、概ね、そのઅఈਭ६をຮଏしたことが
೟められる。 

（୉ᖔ委員） 
・ 学ढ़とࣰແのྈ๏について੔果とଡ༹੓を༙するファカルティをูॄにより獲ಚされていることで、

これにマッチするଡ༹な学ਫ਼がॄまり、それぞれの஦で、また教員と学ਫ਼のྈ๏向のコミュニケーシ
ョン、さらに学外とのコミュニケーションができている印েがあり、とてもྒྷいことだと思う。とい
うことは、このコミュニケーションを活੓化させるメソッドをसಚしたファシリテーターదな教員
も一ఈ਼獲ಚすると、このྒྷさが一૜高まるように思う。そのような教員は私のॶ଒する୉学にもい
るが、やはりॊཔの୉学であると学→官 or ຿という一๏向の઒໵எࣟ఑供にとどまりがちで、຿と
いうऀ会の現য়から教員が研究材ྋをखり೘れる謙虚かつ૓ଆదな৚ๅのླྀれ、ऀ会への開かれ具
ରが෈ଏしがちとなる。さらに、このようなం଼感のഐ景にあることとして、「ࣰ業」「ファシリテー
ション」「学ढ़」のバランスをどうとって教員඲価をするかという視఼が確ཱིしていないことがある。
そのため、「学ढ़」を࿨ช਼や IF によって਼஍化するのを஦ৼとした඲価๏๑に陥りがちである。ો
੘らしい๏をௗ期దにકྲྀదに೜༽する๏๑がචགྷだと思われるため、事業構૟୉学院୉学では、ぜ
ひこのジレンマをഃ壊して਒んで௘きたい。 

 
②  今後の課㢟やアドバイス等 

（荻ᖔ委員） 
・ 学ਫ਼によるद業඲価をカリキュラム・教員ฦ੔の改વにༀཱིてている（ࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ p.16）

とのことであり、෈இの見௜しが学ਫ਼のຮଏౕ向৏につながっているものと඲価できる。さらに一ิ
਒んで、2 ೧間の教育੔果を඲価することはできないか。୉学院ＨＰ৏で、र྅ਫ਼の華々しい活༄ぶ
りが়介されているところであるが、र྅ਫ਼による 2 ೧間のカリキュラムસରの඲価、2 ೧間のསर
がࣰऀ会、ࣰભでどのようにਫ਼かされているのか౵のアンケート௒査も考えられるのではないか。 

（੤山委員） 
・ 国際ऀ会における೟எの拡୉、൅஥૟のイノベーションは、今そこにある事業・モノの価஍を、現େ

の༽౏に஖き௜して再ఈ義する஦でࣰ現される。再ఈ義には、時間࣢をଢ古のੴに৾り向ける、ஏཀྵ
ద൅૟をஏ๏から౐市、੊界へと໪તを広げる、またはช系学ਫ਼にとっては芸ढ़や਼学、化学෾໼な
どの基ે学ྙをึうなど、ࣙ らの৙ࣟや凝り固まった既੔概೨を再フレームするために、໪તをඊば
すこと、そのඊばした઎で৿しい৙ࣟをघにし、今のऀ会を改めて見つめるྃ（ジャーニー）がචགྷ
になる。৙に今あるものをঙし違う形で再ఈ義する、そのวりにイノベーションの核ৼがある。ຌ୉
学院では、国಼におけるஸ໌ਕ材、ଡ༹なカリキュラムを௪じた学ढ़෾໼のଡ༹化が਒められている
が、国಼規ໝから国際規ໝへカリキュラム・ਕ材のଡ༹化を਒めることで、学ਫ਼と更なるଡ༹੓の交
差఼が୉学に根෉く。また੊界ద೟எが਒めば、੊界規ໝのਕ材がॄまる৖ॶへຌ୉学院が൅ఴして
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いく可೵੓もあり、それこそが国಼におけるブランディング強化にも繋がる。今の৙ࣟを੊界規ໝで
ඊばす交差఼として事業構૟୉学院のブランドが確ཱི・෕及していく஦で、学ਫ਼の࣯、୉学の࣯が継
କదに൅ఴしていくカギがあると考える。 

（ഇ৖委員） 
・ １つ๮みたいのは、ऀ会のগཔ଀にଲする༩見੓、あっと驚く઎見దஎ見の఑供。ྭえば、ൔ೧઴、

丸の಼の丸વで山੷みされていた、Robert Shiller, “Narrative Economics: How Stories Go Viral & 
Drive Major Economic Events”。インパクトがある「お࿫し」がマクロ経済にどのように୉インパク
トを༫え、ऀ会経済を引っかき回すか、というਕ間の೟எ・期ଶに関する学ढ़ॽ。でも、基ຌ、使っ
ているモデルは Epidemic Model で、コロナ૿ぎで今では௔༙໌になったモノ。グローバル化し৚ๅ
化するこの੊界、考えてみれば「ఽઝ」というのは伶概೨である。それにຌ格దにखりૌみ੔果をड़
すのは੎い。引༽ช献で圧ౙされる、さすがノーベルৈणৈं！ 

・ そうでなかったら、റષと皆が感じていたこと（もしくは、໣఼となっていたこと）を、৏घく気෉
かせて、何かをᡲにཚちるようにཀྵ解するघঁけすること。これのେනྭは、ロスリング、「ファク
トフルネス」、（英語よりもຍ༃がಣみやすい）。言っていることはほぼほぼ、எっていても、このਕ
が言うと圧ౙదなઈಚྙ。こっちの行き๏もありえる。ช系の私が今、ࣙ൅దにಣんでいる、ブライ
アン・カーニハン、「教཈としてのコンピュータサイエンス講義」、このຌもこっちのྭであろう。坂
ଞ઎ਫ਼も指ఢする、このຌのਦのঙなさはビックリ。でも、ਦにབらずテキストでఽわるஎࣟ。また、
ఽえようとする姿੐が教཈なのでは？ 

（୉ᖔ委員） 
・ 教員および学ਫ਼における研究・教育の඲価をどのように行うべきかについて、考え๏とその඲価಼༲

を໎ࣖしておくことがචਤになってくると思われる。事業構૟ということと、௪৙の୉学で行う研
究・教育の੔果は異なっているべきだと思うが、なぜそれでྒྷいのか、そしてどのような඲価ऊౕで
඲価することが今後న઀と考えるのかというロジックをྙ強くऀ会にक௃することでその意義は୉
きくなると私は考える。バランススコアカードのように、まず୉学ଈがࣙ෾で KPI とその意義を໎
ࣖదに఑言し、これを外෨඲価委員会で検౾してゆくなどのघॳをࣰ施してはどうか。 

 
㸦㸰㸧COVID-19に起因して、今、社会が直㠃している”㠀常事態”および”㠀常事態後”に㛵連した事

業構想大学㝔大学の活動について 

① 評価できること、期待できること 

（荻ᖔ委員） 
・ ご়介いただいた緊急オンラインセミナーなどスピード感のあるखૌみは、ऀ 会貢献、高いཀྵ೨を掲

げた事業構૟୉学院ならでは、と感じている。ऀ会સରが with コロナの৿たなਫ਼活、ビジネスのあ
り๏をໝ索する஦、最઎୼のखૌみを行っているࣰແ家の൅掘、൅৶について引きକきごਜྙをお願
いしたい。 

（੤山委員） 
・ まず、ඉ৙事ସ時にあるべき教育環境をଠの教育機関に઎駆けて੖ඍし、国಼外メディアへ੷極ഓ৶

すること。環境ร化が起こった際の教育の在り姿を再ఈ義し、事業構૟をཀྵ೨とする୉学だからこそ
ඉ৙事ସ時の教育の在り姿も再ఈ義して、৙にそのリファレンスとしてメディアでखり৏げられる
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ଚ在になること。劇దな外ద環境ร化の൅ਫ਼に基づき、ຌ୉学院の教育スタイルを再ఈ義し、最৿か
つ෕及可೵な姿をࣖし、ඉ৙時におけるೖຌの学校教育のあり姿を൅৶することは、஖き換えればモ
ノ・事業のあり姿を今の時େの空気・気෾に合う形に再ఈ義し、੊の஦に൅৶していくイノベーショ
ンとಋじことになる。まずはこのඉ৙事ସを、୉学院そのものが事業構૟の基൭を持ったଚ在である
ことをऀ会に೟எさせる最୉の機会とଌえ、学ௗを஦ৼとした੷極దなメディア࿒ड़を期ଶしたい。 

（ഇ৖委員） 
・ だれでも指ఢするであろう、஦国におけるスマホでの「健康コード」のೖຌ൝の開൅と෕及。やはり、

ऀ会ద課ୌにଲする ICT ଲ応は完સにトレンドで、೟めるしかない。 
（୉ᖔ委員） 
・ COVID-19 に際して、DX を஦ৼとしてビジネスやコミュニケーションのモデルが急ଐにร化しつ

つある。これはਕ間ਫ਼活の基ຌソフト（OS）が෨෾దに೘れ଺わってゆくことを意ັしているのか
もஎれない。個ਕの仕事もコミュニケーションもデジタルに一気に移行する஦で、ଲ໚でಋじ空気を
吸って事業をఴ開する๏๑のྒྷさを完સにࣼて去るのではなく、むしろ「あのころ（アナログ時େ）
の何を今後に残しつつ、৿たなデジタルトランスフォーメーション革ໍとどのように࿊結してऀ会
を構੔してゆくのか」をఈ義してゆく੻೜が事業構૟୉学院୉学にあると思う。 

 
③  今後の課㢟やアドバイス等 

（荻ᖔ委員） 
・ ໌古屋、୉阪、ෳ岡校の開校に൒い、遠隔講義システムの੖ඍにखりૌんでおられ（ࣙ己఼検・඲価

ๅ告ॽ p.31）、ஏ๏でも高いレベルの学स機会を確ฯされている。今ൢの৿型コロナ感ઝ঳ଲ策とし
て、在୒でのオンライン講義・ण講にもखりૌんでおられるが、演सなどଲ໚でのディスカッション
を௪じた学सはଠではಚられないものであり、引କき、ஏ๏校の維持・ैࣰにखりૌんでいただける
ようお願いしたい。 

（੤山委員） 
・ ロックダウンなどで外ద環境が激รすると、ร化が強すぎてしまい、一時దなライフスタイルのร化

が৙ସ化することを઴఑とした事業൅૟に学ਫ਼の関ৼがॄ஦してしまう懸೨がある。ロックダウン
でร化したライフスタイルは、ロックダウン解ঈで改めてร化するものもある。事業・モノの機೵を
再ఈ義して৿しい事業൅૟をする৏では、まず今のऀ会のあり姿・気෾にどこまで寄りశえるか、ま
たそれが外圧でร化したものであれば、更なる外圧のร化で再ร化するライフスタイルをイメージ
することがචགྷとなり、高ౕなඔ意ࣟとย差஍がචགྷになる。外ద環境が୉きくร化していなけれ
ば、今の時େ・ऀ会の気෾をॶ༫の઴఑として、事業やモノの価஍を今の時େに合う形に再ఈ義する
ことでイノベーションの根源は見ड़すことができるが、ঙなくともこの一೧は、更なる外ద環境のร
化、それにଲするਕ々のライフスタイルのร化も༩଎し、それから事業・モノの価஍を再ఈ義してい
くことになる。このため、一時దなร化でਫ਼まれた事業機会にॄ஦したり、今回のร化でライフスタ
イルそのものがรわる可೵੓を軽視したり、どちらかにยっても৿の事業はਫ਼まれず、౶えはそのਇ
ん஦にある。緊急事ସで刻々とรわる৿ซがにぎわすऀ会৚੐ร化と、緊急事ସ઴後でもรわらない
ऀ会スタイル・気෾の૟଀ྙをຑく機会として、どのようなୌ材、見解、カリキュラムとৰれ合う機
会を学ਫ਼に持たせていくかは、今༽意されているプログラムをึ完する形で強化がචགྷになる。 
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（ഇ৖委員） 
・ 今、ඉ৙勤講師をしている๯୉学୉学院では、ೖຌਕർིは３割を઀って、圧ౙదଡ਼が஦国ਕ学ਫ਼、

それもঃ子がଡい。学ਫ਼のਭ६が৏がりやる気もある。何よりもスマホとかネットを使ったサービス
におけるイノベーションは஦国が圧ౙదに元気。今は、஦国からの学ਫ਼に学ぶと、マインドセットを
รえた。もし、学ਫ਼がೖຌਕばかりだと、ೖຌというモノカルチャーの᠚にはまる危険がある。時େ
は୉きくรわったのだ。 

（୉ᖔ委員） 
・ ೖຌ国が懸ໍにਬ਒しようとしている Society5.0 というのもすでにඉ৙に古ఱదな考えに過ぎなく

なった。Physical * Cyber の࿊結を Cyber 空間に求めるୱ௒な科学技ढ़਒化ではなく、むしろ、
(Physical + i *Metnal) * (Cyber + i *Precyber)という”Society5+i”の視఼で、科学技ढ़の਒化過ఖで
見過ごされがちな虚਼෨෾の॑གྷさを今こそ஭意してにらみ、৿ऀ会へ఺結してゆかなければなら
ない。このようなことの॑གྷ੓は、おそらく建஛や౐市計画といった、ࣰ ਫ਼活の空間に਄くかかわる
෾໼のユーザからࣙ覚してゆくことと思われる。現৖を行きཔすることをଷりがちな੕ැの指಍や
メディアのあおるླྀ行にཅらされず、ਜ਼しい๏向੓をࣖしてゆくことが୉઀であろう。 

 
㸦㸱㸧その他、ご意見・アドバイス等  

（荻ᖔ委員） 
・ 開学後 10 ೧近くを経て、ఈ員を৏回る೘学ंを確ฯし、ऀ会で活༄するर྅ਫ਼をഒड़されておられ

ることに敬意をනする。र྅ਫ਼は、企業・行੕などૌ৭಼で৿規事業を志す๏、起業を໪指す๏など
༹々のようだが、それぞれの「事業構૟」がঙしでも具ରదなかたちになること、ࣰભの機会がಚら
れることを願う。 

・ そこに関し、ྭ えば、学ਫ਼さんの考える事業構૟と、事業構૟研究ॶでखりૌんでおられるテーマู
ॄ型のプロジェクト研究とをマッチングするखૌみなどはあるのだろうか？ 

・ 起業によりસく৿しい「事業構૟」をゼロからかたちにするのは簡ୱではない。そのような構૟を持
っておられる院ਫ਼の๏が、སरのかたわら、現ࣰのニーズにཬ෉けられたプロジェクト研究に参画す
るなどのかたちでࣰભの機会がಚられるなら、構૟ࣰ現の一ঁになるかもしれない。 

（੤山委員） 
・ 事業構૟は、事業、構૟の್つの࣢に੔ཱིする。ຌ୉学院୉学のカリキュラムも、൅஥૟のྙを཈

うもの、஥૟したアイデアをࣰ現させる計画に関わるものの್つで構੔される。஥૟ばかりに固ࣧ
すると、事業੓が見いだせない、ୱなる思いのృ࿒でशわってしまう。逆に計画に固ࣧすると、限
界ばかりにളられ、৿しみもワクワク感もない、そのวりに఺がっている事業をୱにलって৿事業
という໌઴を෉けた࿨ชでशわってしまう。事業を構૟するには、計画をཱིててࣰ行するࣰ経済の
ೋしさをର感し、その৏で໪તをඊばした৿しいஎࣟ・৙ࣟとのふれあいを௪して事業・モノの価
஍を再ఈ義していくか、インサイド・アウト型でこみ৏げた୉きな஥૟が、ऀ会にどのようにフィ
ットするかをబఊదに計画していくか、何れかのಕをḹるචགྷがある。ࣰ経済のೋしさをஎる学ਫ਼
には൅஥૟を、൅஥૟に༑れた学ਫ਼にはࣰ経済の仕ૌみを、൅஥૟から事業計画までワンストップ
のプログラムを༽意しつつも、学ਫ਼ごとのয়況に応じてึ強すべき෾໼のೳ୸をつけていくカスタ
マイゼーションが学ਫ਼のྙをఊ৏げする課ୌとなる。学ਫ਼個ਕの೟ࣟに加え、メンターదなଚ在と
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して教৮員が寄りశうことで、学ਫ਼にචགྷなエッセンスのഓ෾を௒੖する、ちょうどଏりない栄཈
ોを個々ਕのয়況に応じてサプリメントでึうように、学ਫ਼ごとのカリキュラムのഓ෾・バランス
を最న化させる౔ྙに教৮員の更なるコミットメントを期ଶしたい。 

（୉ᖔ委員） 
・ できれば教員とその઒໵෾໼、कたる業੹（࿨ชリストに限らず事業ࣰ੹など）のリスト、さらに可

೵なら研究࣪や学ਫ਼の಼༲、それから教員と学ਫ਼がコラボレーションするイベント（事業構૟オープ
ンフォーラム 2019 などが該౲するのだろうか？）などの಼༲も今回の資ྋに加えて௘けると検౾が
しやすかったように思う。 
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ᶛ ඲価委員会としての૱合඲価（事業構૟୉学院୉学の今後の課ୌとしての指ఢ事項） 

඲価委員会の各委員からのご意見・アドバイス౵をणけ、ຌ඲価委員会として、事業構૟୉学院୉学
がಝにणけ止めるべき「今後の課ୌとしての指ఢ事項」を以下にとりまとめる。 

 
■COVID-19の㠀常事態による今の社会・経済変化を見据えながらも、「社会の一翼を担う」という本学

教育理念の本質に迫る研究・教育の在り方の再定義と国㝿化への挑戦に期待する。 

今回のඉ৙事ସをणけ、ঙなくともこの一೧は、更なる外ద環境のร化、それにଲするਕ々のライフ
スタイルのร化も༩଎し、そこから事業・モノ・コトの価஍を再ఈ義していくことになる。一時దなร
化でਫ਼まれた事業機会にॄ஦したり、今回のร化でライフスタイルそのものがรわる可೵੓を軽視し
たり、とどちらかにยることなく、「ऀ会の一ཏを୴う」というຌ学教育ཀྵ೨のຌ࣯にയる研究・教育
の在り๏を再ఈ義し、最৿かつ෕及可೵な姿をࣖし、国಼外に੷極దに൅৶することである。それは୉
学の更なるブランディングにつながり、プレゼンス（イメージ、グロース、リターン）をこれまで以৏
に高めることにつながる。 

その໪指す๏向としては、ऀ 会・経済のগཔ଀にଲする༩見੓や、あっと驚く઎見దஎ見をいかにಢ
ࣙに఑供していけるか、ということであり、それは国಼規ໝから国際規ໝへのカリキュラム・ਕ材（教
員・院ਫ਼共に）のଡ༹化を௪じ੔しਲ਼げられるはずである。ྭえば஦国など、ऀ会ద・経済ద課ୌへの
ICT 技ढ़の಍೘スピードは໪覚ましく、そういった海外の事ྭからもਇ伪に学ぶචགྷがある。教員・院
ਫ਼がೖຌਕばかりだと、ೖຌというモノカルチャーの᠚にはまる危険がある。 
 
■カリキュラムの抜本的な見直しに向けては、事業構想の体系的かつ効果的な研究・教育カリキュラム

の提供と、個々の㝔生の状況に合わせたカストマイゼーションの両立を追求していただきたい。 

ຌ学のカリキュラムは、൅・஥・૟のྙを཈うもの、൅஥૟したアイデアをࣰ現させる計画に関わるも
のの್つで構੔される。൅・஥・૟ばかりに固ࣧすると、事業੓が見いだせない、ୱなる思いのృ࿒でश
わってしまう。逆に計画に固ࣧすると、限界ばかりにളられ、৿しみもワクワク感もない、そのวりに఺
がっている事業をୱにलって৿事業という໌઴を෉けた࿨ชでशわってしまう。院ਫ਼の構੔としては、ࣰ
経済のೋしさをஎる院ਫ਼、൅・஥・૟に༑れた院ਫ਼、公共੓の高い仕事にॊ事している院ਫ਼、など、༹々
なয়況の院ਫ਼がいるはずであり、旧པのカリキュラムのൊຌద見௜しを਒めるにあたり、൅・஥・૟から
事業計画までワンストップのର系ద・効果దなプログラムを༽意しつつも、院ਫ਼ごとのয়況に応じてึ強
すべき෾໼のೳ୸をつけていくカスタマイゼーションがいかにできるか、ということが院ਫ਼のྙをఊ৏
げする課ୌとなると考えられる。 

 
■以上のような課㢟に取り組んでいくうえで、本学における研究・教育の成果をどう評価するか、独自

の評価指標の構築を㐍めていただきたい。 

以৏のような課ୌにखりૌんでいくうえで、それをࣙ己඲価していくಢࣙの指ඬも確ཱིしていくべき
である。ຌ学と、௪৙の୉学で行う研究・教育の੔果は異なっているべきであり、なぜそれでྒྷいのか、
そしてどのような඲価ऊౕ（見える化、データ化、਼஍化）で඲価することが今後న઀と考えるのかとい
うロジックを、ྙ強くऀ会にक௃することでその意義は୉きくなるであろう。 



17 
 

これらを਒めていくうえでも、ຌ学における教員および院ਫ਼の研究・教育の඲価をどのように行うべきか
について、ॊཔ型の୉学の限界を௔えていく考え๏とその඲価಼༲を໎ࣖしておくことがචਤになって
くると思われる。 

 

そのଠ、弦間委員ௗ意見として、１．今後期ଶすること、２．今後検౾すべきこと、３．今後৿たに
खりૌむべきことを、以下にとりまとめる。 

 
㸯㸬今後期待すること 

 １）ཀྵ೨・໪దのਃಃ 
 ２）ଡ༹੓の確ฯ 
 ３）৚ๅの開ࣖ 
 
㸰㸬今後検討すべきこと 

 １）ௗ期ビジョンの策ఈ 
 ２）કྲྀの策ఈ 
 ３）ガバナンスの改革 
 
㸱㸬今後新たに取り組むべきこと 

 １）価஍観 
 ２）ブランディング 
 ３）デジタル 
 ４）サスティナビリティ― 
 ５）プラットフォーム 
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【参⪃㈨ᩱ】 

ᶜ 参考資ྋ 

㸯㸬外㒊評価委員会名簿 

 
◎ 委員ௗ 
◎ 弦間 ໎ 株ࣞ会ऀ資ਫ਼ಌ・ಝพ顧໲ 

 ੤山  ୉ื 丸紅株ࣞ会ऀ 海外ుྙプロジェクト୊三෨ ෨ௗେཀྵ 

 ഇ৖  ༅憲 ౨京୉学໌༬教द、ྐྵᖔ୉学経済学෨ಝ೜教द 

 ୉ᖔ  幸ਫ਼ ౨京୉学୉学院工学系研究科システム૓੔学઒攻・教द 

 荻ᖔ  滋※ 市ௌଞ৮員஦央研रॶ・෯学ௗ 
 

※荻ᖔ委員は、ຂ委員のご異ಊにより、後೜として 2019 ೧ 4 月 1 ೖにごम೜。 
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【参⪃㈨ᩱ】 

㸰㸬外㒊評価委員会書㠃㛤催に㛵する情報 

 
① 書㠃㛤催依㢗の㝿に評価委員会に提出した補足資料 

 
2019 ೧ౕのࣙ己఼検・඲価ๅ告ॽ作੔後の COVID-19 に起因する“ඉ৙事ସ”にଲ応した事業構૟୉

学院୉学の活ಊについて 
 

感ઝ঳はਕྪのྼ史においてऀ会ద、経済ద、ช化దにਛ୉な影響を༫えてきた。2020 ೧に೘ってか
ら顕在化した COVID-19 とໍ໌されたウイルスによる৿たな感ઝ঳は、今、੊界સରに୉きな影響を༫
えつつあり、ธ国産 WTI 原་の઎෼価格（5 月෼）が史৏ॵめてマイナスをࣖすなど、事業構૟の઴఑
となる੊界৚੐は୉きくร化しつつある。事業構૟୉学院୉学としては、このような時େにおいてೖຌऀ
会が௜໚している”ඉ৙事ସ”および”ඉ৙事ସ後”における時େのགྷ求を઎खりして、そのༀ割のಋఈと課
ୌのઅఈをすべく、৿たに教育研究活ಊを開始している。 

௜近の試みとしては以下のようなオンラインಝพセミナーを༩ఈしている。 
 
 ᶅ4/25(ౖ) 15:00〜17:00 
「この危機をどう৒り௔えるか？」 
নຌ三࿪෋、下ฑ୕哉、岡෨ᡑ  (਒行：岸ഀभ༺) 
ᶆ5/2 (ౖ) 15:00〜17:00 
「৿たなビジネスモデルの૓ड़に向けて」 
ీ浦य़ॡ、ຌ間ै、ন江英෋  (਒行：ీ஦཮沙) 
ᶇ5/9 (ౖ) 15:00〜17:00 
「ਕྪのଚକの危機とこれからのஏ๏૓ਫ਼કྲྀ、そして事業構૟」 
ଞ山అ幸、੪山ன༅、見山謙一࿢  (਒行：॑౽さわ子)   
ᶈ5/13(ਭ) 18:30~20:00 
「৿しいビジネスモデルの開൅に向けて」 
   ੁຌఫ哉、ోᬔ৶ඛ、ন永エリック匡史  (਒行：ీ஦཮沙)    
 
 学ढ़の਒ิは৙に時େஙれになることを覚悟しなければならないが、事業構૟୉学院୉学としては今
回のາ経験の”ඉ৙事ସ”における༹々な現৖の課ୌをしっかりとणけ止め、これまでの教育研究活ಊを
૱括し、າཔの૓ड़に資する෕ษ੓の高いஎద基൭をபड़することから始めることになろう。それは今回
の危機を৒り௔えるだけではなく、今後も૟ఈしなければならない৿たな危機にඍえつつ、”ඉ৙事ସ後”
のऀ会システムについて考えൊくための६ඍである。 
 また今回の”ඉ৙事ସ”は、そうしたऀ会સରの在り๏にかかわる課ୌや૟ఈされる୉きなร化ととも
に、教育事業の਒め๏にも୉きな影響を༫えている。感ઝ঳ଲ策としてのソーシャルディスタンシングあ
るいはフィジカルディスタンシングへのགྷ੧から学ਫ਼がキャンパスの教࣪で講義をणける姿は一รし、
国಼外でインターネットを༽いた遠隔द業の಍೘が加ଐしている。我が国の৖合、教員ଈはघ୵りয়ସだ
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が、「デジタル੊େ」の学ਫ਼にはఏ抗感はない。MOOC というオンライン୉学講座の෕及はなかなか਒
まなかったが、今回の“ඉ৙事ସ”による教育事業のオンライン化は一気にࣰ現した。 

この技ढ़による距཯のปのഃ壊の次には、ૌ৭のป、෾໼のป、国境のป、言語のปをഃ壊した教育事
業のグローバルな再ฦが૟ఈされている。事業構૟୉学院୉学としてはそうしたグローバルな教育事業
の再ฦの஦でଚ在感をࣨわない課ୌのઅఈと教育事業のࣰભが໪ඬとなる。 

 
以৏ 
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【参⪃㈨ᩱ】 

② 評価記入用シート 

事ᴗᵓ᝿大学㝔大学 ➨ 2回外㒊ホ価委員会 

ごពぢ・アドバイス➼ごグ入⏝シート 

ὀ㸧グ入ḍは⮬⏤にᯟをᣑ大していただけますが、1-2ᯛでおまとめいただければᖾいです。 

委員ᚚẶ名㸸             

ごグ入᪥᫬㸸               

 

㸯㸬2019ᖺᗘ事ᴗᵓ᝿大学㝔大学⮬己Ⅼ᳨・ホ価報告᭩へのごពぢ、今ᚋのㄢ㢟➼について【ᚲ㡲】 

①ホ価できること、ᮇᚅできること 

 

 

 

 

 

 

②今ᚋのㄢ㢟やアドバイス➼ 

 

 

 

 

 

 

 

㸰㸬COVID-19に㉳因して、今、♫会が┤㠃している”㠀常事ែ”および”㠀常事ែᚋ”に㛵㐃した事ᴗᵓ᝿
大学㝔大学のά動ついて㸦⿵㊊㈨ᩱご参↷㸧【ᚲ㡲】 

①ᮇᚅすること 

 

 

 

 

②今ᚋのㄢ㢟やアドバイス➼ 
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【参⪃㈨ᩱ】 

㸱㸬その他、ごពぢ・アドバイス➼㸦⮬⏤グ入ḍ㸧  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


